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下記の通り、公開研究会をオンラインにて開催しますので、ご案内いたします。

■日時：2022年5月12日（木）14：00～16：00

■場所：Zoomセミナーの為、全てオンラインで開催いたします。

■登壇者：中尾 走（広島市立大学／広島大学大学院）
樊 怡舟（広島大学特任学術研究員／広島大学大学院）
林 岳彦（国立環境研究所）

■概要
本発表は,複数の交絡変数が考えられるモデルに対して,系統誤差が入っている代理指標
を統制することによって,推定値がいかに変化するかについて検討することを目的とする。
ただし,中尾ほか（2022）が提示した交絡が一つ存在するモデルより,複数の交絡が存在し
ている場合に,交絡間の因果関係が考えられるため,a‐bias（何も統制しない時の処置効果
推定値）と p‐bias（代理指標を統制した時の処置効果の推定値）の計算が非常に複雑にな
る。本発表では、交絡変数行列の主成分を取り,A→Yの因果効果の推定における等価的
なモデルを作り上げることによって上記の難点を克服した。
結論として,複数の交絡変数が存在する場合の p‐bias は,四つの部分から構成されている
ことが分かった。各構成要素の意味合いから,p‐bias は脱落変数バイアスの部分的統制,
代理指標における系統誤差が引き起こす合流点バイアス,そして処置 A が代理指標に
よって説明されることが起因する Z バイアスと関連していることが明らかになった。そのう
えで,代理指標における系統誤差の大きさと p‐bias の増減の関係を確認したところ,p‐bias 
の挙動は中尾ほか（2022）が示した交絡変数が一つの場合と異なり,系統誤差が全く入っ
ていないという時の漸近値が他の条件によって決まることが明らかになった。つまり,複数
の交絡変数が存在する場合に,極端な条件下では,無限に系統誤差を排除したとしても,代
理指標の統制が,何も統制しない時の a‐bias より激しいバイアスを引き起こす可能性が考
えられる。

■その他
・本セミナーについては、ウェブ会議システム（Zoomミーティングを予定）を使用して実施い
たします。開催時刻までにインターネット環境、PC等端末（Webカメラ、マイクが必要）のご
用意をお願いいたします。
・その他ご案内はセンターＨＰをご覧ください。

■申込みはセンターHPよりお願いします。
https://rihe.hiroshima‐u.ac.jp/2022/04/5‐12‐2022/


